レポート作成技術１
４

本日の課題
①レポートとは何か？
②ロジカル・ライティングとは？
③パラグラフ・ライティングとは？

１．レポートとは
作文…経験や体験に基づいて、自分の意見を書く　「～だと思う。」　　＝　　　・　　　
　　　　＊意見…自分の判断や考え
　論文…理論に基づいた独自の主張を論理的に書く　「～だ。～である。」＝　　　・　　　
　　　　＊事実…誰でも経験でき、科学的・厳密な調査や実験によって確認できる

　　　　　報告型　　　あるテーマに関して、資料を調べたり学習した内容をまとめる
　　　　（レポート）
　実験結果や調査内容、具体的な事実関係や観察した事柄をまとめる
論証型　　　与えられた問題に、独自の主張を論理的に述べる（小論文）
　　　　　　　＊試験課題としての小論文＝意見文（作文の一種）
　　　　　　　　　自分で立てた問題に、独自の主張を論理的に述べる（課題研究）

２．ロジカル・ライティング
論文やレポート執筆手法　　ロジック（論理）＝思考や論証の組み立て

[bookmark: _GoBack]　ロジカル・ライティング実習１
　　①「小さくて丸いものといえば？」
　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　「小さくて丸い」の定義が曖昧だと一致せずペア

自分



　　②「直径２cmくらいで球体に近い野菜といえば？」ペア

自分


　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　定義や根拠があれば合致ペアもでるはず

　　③「直径２cmくらいで球体に近い赤い野菜といえば？」ペア

自分


　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　事例があればさらに合致するはず
　＊明確な根拠を示して、再現性や信頼性を高める必要がある。

③のように、誰もがわかる書き方を目指さなければならない
■文末表現
　・事実を述べる表現		○：～である　，×：～です
　・考えを表す表現		○：～と考えられる，～と推察される　，×：～と思う
　・憶測や思い込みの表現	×：～らしい，～に違いない（そもそも使わないようにする）

■書き言葉
　・名詞、動詞以外の機能語も書き言葉を使用する。
　・話し言葉は主観的な表現が多く、書き言葉は客観的な表現が多い
	
	話し言葉　　→　　書き言葉
	話し言葉　　→　　書き言葉

	接続助詞
	から　　→　 　　ので
	したら 　→

	
	して　　→　　　　し
	のに　　→

	
	しないで　→　　　せずに
	けど　　→

	副詞
	全然　　→
	一番　　→

	
	多分　　→
	ちっとも　→

	
	絶対　　→
	もっと 　→

	接続詞
	だから　 →
	けど　　→

	
	それから　 →
	だって 　→

	
	でも　　→
	じゃあ　 →


＊参考文献　黒田圭（2012）．『この一冊できちんと書ける！論文・レポートの基本』．日本実業出版社
　
パラグラフ・ライティング
　一つの主張と複数の補助説明文で文章を構成する論証方法
パラグラフ
主張
（答え）
補助説明文
（根拠）
補助説明文
（根拠）
補助説明文
（根拠）



例）
体を鍛えたい　＋　運動不足だから　←　通学と体育の授業以外に運動していない
　 　主張　　　　　　　　根拠　　　　　　　　　　　　　事例

　パラグラフ・ライティング実習１
主張：自分は、（教科名）　　　　　　　　が得意だ。

根拠：なぜなら、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だから。

事例：事実、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　である（であった）。
根拠や事例の重複を防ぐ
　・５W１H（ Why　What　Who　When　Where　How ）要素に分けて考える。
　　①自分の意見（結論）

　　
　　②Why　なぜなら
⑦How　どのように
実現可能性

　　
　　⑤効果(Who)
④優先性(When)

③意義(What)
⑥重要性(Where)


　
　　例）①私は、数学を勉強しなければならない。②なぜなら、現時点で、二次関数が苦手で小テスト後の再テストに度々呼ばれている。③将来、工学部へ進学を希望している。③④迫りくる期末考査のテスト期間に入る前に、弱点を克服しておく必要を感じている。⑤放課後は部活動の時間も確保したいと思っている。⑥進路のためにも、補習回避のためにも、二次関数を克服する必要がある。⑦今夜から、自宅でフォーステップを10Pずつ解いていく。
　
ロジカル・ライティング実習２
　　・「課題研究を学ぶ必要がある」ことを論じるための根拠や事例を書き出そう。
	結論
	課題研究を学ぶ必要がある

	Why
なぜなら
	



	What
どのような意味
	



	When
今やる意味
	



	Who
私たちに必要な意味
	



	Where
高津で重要な意味
	



	How
どのように
	





□パラグラフ・ライティング実習２
・左下で書き出した根拠をもとに、「課題研究を学ぶ必要がある」ことを論じよう。
	













　客観性のある事例や根拠を示す方法
・Google ScholarやCiNiiを利用し、Wikipediaは出典から１次資料を参考にする。
＊文献一覧の示し方
	日本の文献
	著者（発行年）．『書名』．出版社　←書籍は『　』で書名を囲む
例）岡本尚也（2018）．『課題研究メソッド』．啓林館

	英語の文献
	著者（発行年）．書名(イタリック)．出版社所在地．出版社
例）J.K.Rowling(2014).Harry Potter.Londn.Bloomsbury Childrens Books

	論文
	　　著者（発行年）．「論文タイトル」．雑誌名,巻数（号数）,ページ
例）太田時男. (1974). 「水素エネルギー・システムの基礎課題」. 日本物理学会誌, 29(7), 567-575.　　　↑論文は「　　」でタイトルを囲む

	web
	　　作成者（公開年）．webページのタイトル．URL．アクセスした日付け
例）文部科学省(2019) .平成30年版 科学技術白書. http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/hpaa201801/1398098.htm.　2019年4月13日.

	新聞
	　　新聞名（掲載年）．「記事のタイトル」．地域、掲載日
例）朝日新聞(2018).「小さな水力発電 開発熱」.大阪市内版4月20日朝刊


＊参考文献　黒田圭（2012）．『この一冊できちんと書ける！論文・レポートの基本』．日本実業出版社
高津高校 | 課題研究基礎

